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図３　長岡市和島・中之島地域の真壁土蔵の分布 図４　長岡市和島・中之島における幣串を有する歴史的建造物の分布

写真７　和島　HK家住宅事務所写真５　和島　NK家住宅土蔵

写真６　中之島　MS家住宅土蔵 写真８　中之島　IM家住宅主屋南面妻
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この内①が15件、③の軸部において隅柱のみを真壁造
の形式とするものが２件であった。（図３）
・真壁造土蔵の分布
　これまで真壁土蔵は、旧長岡市域以外でも寺泊地域
において多く確認しており、与板地域、長岡地域、越
路地域、小国地域、栃尾地域、山古志地域では１件も
確認することはできなかった。
　なお、この真壁造土蔵は和島、中之島地域において
のみに見られるものではなく、これまでに調査を実施
した寺泊地域や三条及び下越地方などやや広い地域に
おいても散見されるものである。
　和島、中之島、寺泊地域は長岡市の北部に位置し、
北側は日本海に面し、北東側は弥彦村、新潟市に直接
隣接しており、下越地方、県央地域と密接な関係も有
している。即ち、これらの地理的条件が真壁土蔵の分
布にも強く関係するものと推測することができるので
ある。
・小結
　長岡市和島、中之島地域における建造物の悉皆調査
において真壁造の土蔵33件を確認することができた。
この形式は長岡市長岡地域、長岡市与板地域などにお
いてはで未確認であるが、長岡市寺泊地域を始め、三
条市などの新潟県央及び下越地方においては数々散見
される形式である。

　この地域では切妻造の主屋、納屋など妻面に幣串を
打ち付ける建物を見ることができた。和島地域では17
件、中之島地域では15件、幣串を妻面に持つ建物が確
認された。この内、和島地域では３件、中之島地域で
は６件が妻両面に幣串を配するものであった。（図４）
　内訳は、和島地域では寺院２件、神社１件、納屋・
倉庫６件、主屋（農家）７件、主屋（商店）１件、中
之島地域では主屋（農家）13件、倉庫２件であった。
　なお、両地域では１件ずつ、妻面から突き出した梁
先端に幣串を打ち付けるものがあった。
・幣串を妻面に有する建物の分布
　以上のように、長岡市和島及び中之島地域では広く、
建物妻面に幣串を配する建物を見ることができた。な
お、このような事例は三条市中心市街地、長岡市栃尾

表町、同与板地域、同逆谷地域、柏崎市高柳地域にお
いても確認している。
・建物妻面に幣串を掲げる習慣
　建物の妻面に幣串を掲げる習慣は、これまで三条市
及び燕市の市史民俗編において確認している。
　三条市史では建前に際し

棟木の両端に打ち付ける幣（大工が造る）を二本
用意する

とある。また、燕市史でも上棟式において
棟梁が準備するものに、幣束を切ると言って、三
本の御幣《中略》を準備した。《中略》棟梁の祈
祷で式が始まる。途中にて、棟梁の合図で、二本
の御幣を二人の弟子が、棟木の両妻に打ち付ける

とされる。このように、中越地域においては幣串を建
物の両妻に掲げる風習が広く見られたことが分かるの
である。
・小結
　長岡市和島及び中之島地域における建造物の悉皆調
査において、和島地域では17件、中之島地域では15件、
合計32件の幣串を妻面に持つ建物が確認を確認するこ
とができ、９件が両妻面に幣串を打ち付けるものであっ
た。また、幣串の打ち付けられた建物は主屋が21件、
倉庫類が８件、宗教建築３件であった。

　和島、中之島地域においては特に和島地域で多数の
茅葺民家を確認することができ、長岡市域でも有数の
出現率と考えることができる。
　また、軸組において木部の一部を露出させる真壁土
蔵はこれまで長岡市域においては寺泊地域においての
み確認していたが、今年度の調査では和島、中之島地
域においても広く確認し、隣接する三条、燕地域との
関連性、更には下越地方とのつながりを示唆する結果
となった。
　更に、建物の妻面に幣串を掲げる建物も数多く確認
するに至った。これも地域的な特性を考察する必要を
再認識するとともに、生産組織、これを支えた地域の
考え方などについて、今後も継続的に取り組み、明ら
かとすべき課題が身近な地域にも数多くあることを痛
感した。
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　旧入広瀬村民俗資料館は、旧浅井秋雄家住宅主屋を
譲り受けて開館したものである。ところで、入広瀬村
が合併を行い魚沼市となり、平成21（2009）年には同
館の敷地と建物が処分されることとなった。建物は、
手仕事手ほどき館（代表森田徳幸）に譲渡されて活用
されることとなった。
　一方、この建物の改修・活用に際しては、財団法人
新潟県中越大震災復興基金による平成22（2010）年度
地域復興支援事業（地域特産化・交流支援）補助金の
交付を受けるため、本建物「旧民俗資料館（手仕事手
ほどき館）」の歴史的価値について学術的に調査を行
う必要が生じた。
　このため、一連の建築面における基礎調査が長岡造
形大学へ委託され、長岡造形大学平山研究室がこの調
査などを行い報告を行うものである。

　業務の対象地は、新潟県魚沼市大栃山 183番地１で
あり、ここに所在する旧入広瀬村民俗資料館（手仕事
手ほどき館）である。業務の内容はこの旧入広瀬村民
俗資料館（手仕事手ほどき館）について、建物痕跡及
び史実調査を行って作図等すること、加えて調査の成
果の発表を兼ね、「ワークショップ」などを通じて広
く告知するものである。

　この建物は、もともと浅井秋雄家住宅として建てら
れたものである。魚沼市の資料によれば明治20（1887）
年の建築とされるが、後述のように建物調査からはそ
れ以前の建築に関わる性格を見ることができた。
　建物はかつて住宅主屋として使われたものが、当時
の入広瀬村へ譲渡され、昭和50（1975）年以後、入広
瀬村民俗資料館として活用されていた。当時は茅葺で
あり、その姿を昭和55（1980）年３月に発刊された『越
後の民家　上越編』等で見ることができる。外観は屋
根が昭和63（1988）年に鉄板で覆われた以外、現状と
大きく変わるところは認められない。
　そして、旧入広瀬村が広域合併を行った後、この敷
地と建物の処分が決まり、譲渡が行われた。

・位置
　旧入広瀬村民俗資料館（旧浅井家住宅）は、魚沼市
大栃山183番地１に位置する。場所はJR只見線入広瀬駅
西側に隣接し、線路とは公道一本を隔てた地点となる。
・敷地
　住宅の敷地は、東側と南側２方向が公道に接する角
地となるやや矩形の敷地で、広さは東西30m程、南北
25m程の規模で、面積は約570㎡で、敷地北東角に主
屋入口を設け、南西角に東面して石造の屋敷神を配し
ている。
・主屋の規模
　旧入広瀬村民俗資料館（旧浅井家住宅）主屋は中門
造の形式で東面し、右勝手となる前中門と後中門が本
屋に取り付き、寄棟造で茅葺鉄板被覆、前中門部分は
かぶと造、後中門は寄棟造で鉄板葺とする。
　規模は本屋が桁行３間、梁行３間半で背面に一部２
尺、下手に１間の下屋、正面及び上手に下屋で物置と
ガンギが取り付く。表中門は桁行３間、梁行２間半で、
正面側入口が一間の下屋となる。裏中門は桁行２間半、
梁行５間と1.5尺間とする。
・平面
　主屋は、前中門妻面がゲンカンとなる。傍らが物置
となり、下手に小便所、大便所が取り付き、大戸を挟
んで幅１間のトオリを進むと、下手にはマヤが残る。
式台を上がると板敷のニワで、南西に偏り、戸棚前に
囲炉裏が切られ、下手に物置が造られる。そしてこの
上手が17帖半のチャノマで、現状では天井を張らず、
表しとする。更に上手は14帖のザシキで、背面に床の
間、仏壇を構える。なお、チャノマ及びザシキ正面か
ら南側にかけて下屋で物入、板敷のガンギが設けられ
ている。後中門は、ニワ背面が、ダイドコロ、ユドノ
で、チャノマ背面に下手から、ウラチュウモン、オリ
バ（織場）とする。
　２階はまた、表中門上へはニワから梯子階段で登る
ワラニカイ、更にニワとザシキ上が小屋裏とされる。
裏中門の２階へはウラチュウモンから箱階段で登り、
廊下を挟んで下手から和室６帖、和室10帖がいずれも
表側に床の間を構えて配され、和室10帖裏側は幅２尺
の板の間とする。
・建物の構成
　本屋に内部に立つ柱は７寸角のものが２本で、ニワ
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写真３　座敷

写真１　外観正面

写真２
前中門 写真４　小屋裏 撮影：田村収
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−チャノマ、チャノマ−ザシキ境に１本ずつとなる。
外周に立つ柱は４～５寸幅のもので、部屋境に立つ柱
などに一部ごひら材が散見された。前中門はゲンカン
際に５寸角の独立柱があり、他は４～4.5寸幅であるが、
南東角はごひらで5.4寸×４寸、後中門は４～4.5寸幅
である。
　軸組は各所で指物を用い、柱を省く。特にニワ−チャ
ノマ、チャノマ−ザシキ境に配される、長さ２間半、
高さ２尺半に及ぶ指物は豪快である。
　梁組は、本屋においては敷梁を１間間隔で２通し渡
し、その上に、上屋梁を部屋境を中心に１間以下の間
隔で７通し配し、先端がせがい梁とする。前中門では
２階床梁を側柱が側面で受け、上屋柱は梁上に立てる
管柱となる。そして、敷梁間に１間半長さの上屋梁を
架け、下屋梁が本屋と同高でせがい梁となる。後中門
は本屋背面側筋から、各階とも背面へ向けて２階床張
り、小屋梁を半間間隔で差し渡す形式とする。
　小屋組は本屋が前後の側柱間を一気に架け渡す扠首
組で、中央に水梁を渡す。前中門は、下屋造りとする
扠首組であるが、注目すべき点は、扠首が下屋まで伸
びて、追扠首は用いず、しかもその先端が片持ちで、
下屋梁となるせがい梁は外周の桁が受けていない点で
ある。後中門は和小屋組とする。扠首の勾配は本屋が
12.7/10、妻面が16/10、前中門が12/10とやや急峻な
ものであった。
　なお、壁の下地には小舞を用いるが、割竹は用いず
３分角程の雑木の先端を尖塔形に削り出し、柱の小舞
穴に挿入し、竹釘の使用は認められなかった。

・建物の復原考察
　旧入広瀬村民俗資料館（旧浅井家住宅）本屋の部屋
境などに大きな改変は見られなかった。
　但し、ザシキ床の間及び明書院が後の改造で、部屋
の長押も洋釘止めであり、中古の改造・整備と判断さ
れる。また、２階小屋裏の窓も中古の納まりであった。
表中門は後述のように番付も本屋と一体であることか
ら当初からのものであるが、やはり側面の２階窓は痕
跡から中古と判断された。
　後中門は、聞取りによれば80年程前の建築とされ、
材はいずれも当初には遡らないものであった。但し、
主屋背面には奥行1.5尺程の規模を有する下屋が取り

付いていたと考えられる痕跡が残っていた。ザシキ部
分は中古に拡張を受けたが、いずれも当初は棚程度の
利用に過ぎず、後中門はなかったものと判断できよう。
・建築年代
　前述したように、『市報うおぬま』においては、こ
の住宅の建築年代を明治20（1887）年としている。一
方、民家緊急調査報告書である『越後の民家 中越編』
において、この建物の建築年代は“間取や柱のたち方
をみると十九世紀であろう”と判断している。
　さて、調査に際して建築年代を直接記す資料は見い
出されなかった。但し、各所で和釘の使用が認められ、
少なくとも明治時代中期以前の建築に関わるものと判
断された。一方、本屋部屋内に独立柱はなく、部屋境
に２本の７寸角材を配する発達した構成を見る。これ
らの点を根拠とした編年から『越後の民家 中越編』
でも建築年代を19世紀としたのであろう。
　ところで当住宅の現状平面を見ると、近隣の市内旧
守門村佐藤家住宅の昭和55（1980）年修理前の平面、
外観に極めて近似することが分かる。更に、この住宅
主屋を復原すると当初平面は、この佐藤家住宅主屋に
おける19世紀中頃とされる第二次改造時平面に極めて
類似することが判明した。特に前中門における、うま
や、便所、とおりの配し方や正面妻面の柱配置はほぼ
同一であり、近い建築時代を想定することができる。
　以上から旧入広瀬村民俗資料館（旧浅井家住宅）主
屋の建築年代は、19世紀中頃と判断するのが妥当であ
ろう。

　旧入広瀬村民俗資料館（旧浅井家住宅）主屋は比較
的太い柱を配し、屋根勾配がきつく、深雪地域の住宅
の特徴をよく示す。
　建築年代は19世紀中期になるもの考えられるが、こ
れは近隣の魚沼市旧守門村佐藤家住宅の19世紀中頃と
される第二次改造時平面と極めて近似し、地域が共有
する建築に対する考え方の広がりを見ることができる。
また、主屋の建築には間数組合番付が用いられており、
これは時代と地域の特性をよく示す構成となっている。
　但し、前中門の小屋組において、扠首材先端が片持
ちになる点はこれまで県内においては類例が報告され
たことはなく、この建物独自の構成で極めて特徴的な
点である。
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　燕市の近代水道施設の象徴である燕市旧浄水場配水
塔について近代化遺産としての価値を明らかにし、今
後の保存・活用を図るための基礎資料整備を目的とす
る調査が長岡造形大学へ委託された。これを受け、平
成22（2010）年９月に破損、復原調査を実施した。本
報告書においては調査の概要を現状図面とともに報告
するものである。

　燕市では大正14（1925）年に燕簡易水道株式会社に
よる簡易水道が敷設された。取水を中ノ口川から行い、
埋設鉄管は6,300mに及んだとされる。
　一方、本格的な上水道の敷設は西出辰次郎の設計に
関わり、昭和13（1938）年４月に着工、昭和16（1941）
年７月に竣工した。この際、中ノ口川に面した取水塔、
ポンプ室、沈澱池、緩速濾過池、調整池などとともに
建設されたのが今回述べる配水塔である。なお、旧浄
水場は昭和25（1950）年から５カ年で第１期拡張工事、
昭和29（1954）年から昭和34（1954）年にかけて第２
期拡張工事があった。そして、昭和39（1964）年から
５カ年で第3次の拡張工事によって浄水場は市内の道
金へ移転し、旧浄水場は配水塔を残して施設が撤去さ
れ、総合文化センターなどが跡地に建設された。

3︲1　旧浄水場の位置と構成
　旧浄水場は中ノ口川に面し、中心市街地の上流左岸
に当る燕市水道町１丁目に位置する。浄水場では中ノ
口川に面して取水口を設け、取水ポンプにより導水管
から原水を沈澱池へ導き、更に緩速濾過池もしくは高
速濾過池へ送った。濾過された浄水は調整池へ進み、
送水ポンプにより配水塔へ揚水され、自然流下により
市内へは配水を行った。なお、予備発電装置として
ディーゼルエンジンを備え、配水塔は旧浄水場の敷地
南西隅に位置した。
3︲2　配水塔の概要
　配水塔当初の状態は、当初の設計図とされる図１「高
架水槽設計図　其ノ一」（以後「高架水槽設計図」と称
する）とされる図面から知ることができる。以下、この
図面と調査結果を照合し、配水塔の概要などを見て行く。

　配水塔は地上５階建ての台部分上に水槽を載せる構
成で、全体が鉄筋コンクリート造となり、水槽の有効
容積は205㎥であった。塔の形状は台部分が上部に向
けて5/100程度の減衰を有する円錐台形で、周囲に８
本の付柱を持つ。水槽部分は八角形を基本とするが、
角の頂点は３面に角張り、上部は階段状にすぼまる
形になっている。配水塔の高さは水槽最上水位面が
30.104m、水槽上面が31.404m、この上に１m余りの塔
屋が立ち、最上部は基準面から32m余の高さとなる。
3︲3　配水塔の平面形式
　配水塔の平面は、１階は北面して両開き戸の入口を
設け、壁真で直径9.520mの円形平面となる。入口正面
のやや東寄りに２階へ導く鉄製の簓桁を有する、一部
木製の階段を設け、入口を除く３方に窓を開く。２階
は直径8.915mで階段を昇り切った周囲に鉄柵を設け
る。窓は、１階から45度振った４方向に設け、３階へ
は木製梯子段にて登る。３階は直径8.371mで、１階
に準じて4方向に窓を設ける。４階へは木製梯子段を
配する。４階は直径7.829mで、２階に準じて窓を設け、
東側に向かって歩廊へ出る扉を設ける。そして、から
鉄製梯子により台部分頂部となる５階に至り、ここに
水槽が載り、周囲に歩道を廻す。
3︲4　配水塔の構造
　配水塔は、台部分は壁厚500㎜、付柱厚を200㎜とす
るのが基本寸法で、１階部分のみ壁厚を100㎜厚い600
㎜、付柱厚を100㎜とする構成であった。２階から４
階の床梁は各階とも２方向を直交させ、井桁状に組む
もので、梁の間隔は2,500㎜程、梁幅500㎜、梁成は２
階床が740㎜程、３階と４階床が650㎜程であった。但
し、水槽を直接受ける５階床では床梁を南北方向に
1,100㎜間隔で５筋、東西方向へ真々2,700㎜間隔で２
筋、梁成1,360㎜、梁幅500㎜として配し、上部に載る
水槽と配水の荷重を受けていた。

　配水塔は浄水場機能が道金へ移転した昭和43（1968）
年以後にも幾度かの改修を受けている。１回目は昭和
48（1973）年のことで、水槽部分の剝離を防ぐ補修工
事があり、更に２回目は昭和57（1982）年に台部分の
剝離による外壁落下を防ぐための防護網工事とされる。
但し、内部を見るとそれ以外にも補修が行われたよう

受託事業名：

発注者：燕市 
受託期間：平成22年９月１日～平成23年１月31日
プロジェクト主査：平山育男（建築・環境デザイン学科 教授）
プロジェクトメンバー：村山貴広（学部４年生）
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図１　高架水槽設計図　燕市提供 写真１　配水塔全景

写真２　１階送水管弁 写真３　１階入口窓
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写真４　１階階段 写真５　２階梯子段

写真６　外観全景 中ノ口川対岸より 田村　収 撮影
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で、窓及び１階出入口の改造も行われている。また、
配水塔周囲の状況も当初の状態とは大きくことなって
いる。ここでは、当初の状態が判明する高架水槽設計
図と現状との相違について考察を加えて行きたい。
4︲1　配水塔周囲
　高架水槽設計図によると、配水塔周囲は基準面から
鉄筋コンクリート製基礎が1.3m程立ち上がり、その周囲
を恐らく土で埋め戻し斜面とする設計になっている。
　現状では、周囲の地盤面全体がかさ上げを受けてい
るためであろうか、基礎天端と基準面がほぼ同じ高さ
となり、埋め戻しの斜面は見られない。なお、南側を
中心に埋め戻しの土砂が一部流失しており、今後はそ
の点の整備が望まれる。
4︲2　出入口周囲
　当初設計、配水塔周囲の項目で述べたように塔の基礎
を基準面から1.3m程立ち上げる設計であったため周囲と
は段差が生じた。そのため、高架水槽設計図では平面
としては扇形に広がる階段６段の書込みがあり、階段上
下の親柱に当る4本は柱頭が角錐に設計されている。
　配水塔周囲の項目で述べたように、現状では全体的
なかさ上げのため、土による埋め戻しの斜面が存在し
ない。そのため正面側も、当初に設けられた階段がか
さ上げの土砂に埋め込まれ、階段を確認することはで
きなかった。但し、階段両脇の簓桁の一部と階段上部
側の親柱２本に位置は確認することができた。親柱は
上部の円錐形が破損を受けているものの、復原は可能
な状況である。
4︲3　出入口
　高架水槽設計図では、１階出入口は扉２枚の開き戸
で、上部が半円の窓となっている。扉は上部1/2がガ
ラス嵌込で下部1/2は縦桟が入り２枚の鏡板、上部は
左右2枚1/4円のガラス嵌込み窓と考えることができる。
　現状で出入口はアルミ製の開き戸に交換を受けてお
り、上部の半円窓部分は、アルミパネルで外側から覆
われている。但し、半円窓は当初のものがアルミパネ
ル裏側に残されており、当初の形式を知ることができる。
4︲4　窓
　台部分には15箇所、窓が設けられるが、高架水槽設
計図を参照すると、いずれも縦に３枚の嵌込みガラス
窓として示される。現状では、上下２枚のガラス窓と
なり、当初の形式は明らかではない。

4︲5　歩廊出口扉
　高架水槽設計図では４階歩廊出口扉は開き戸とさ
れ、腰部分に横桟が入り、その上下ともガラス嵌込み
とする構成で描かれる。
　現状でこの扉は、アルミ製で上部のみにガラスを嵌
める扉に改められている。
4︲6　水槽周囲
　水槽部分周囲は、高架水槽設計図によると八角形平
面で、台部分の付柱上方が頂点となり、ここが３面に
角張り、辺になる部分上部、幅1,100㎜、長さ4,170㎜
の長方形部分に、図面では縦線21本が入り、更に上部
は縦300㎜、横600㎜の長方形で横線が入る仕上げと
なっている。
　現状の水槽を確認すると、辺部分の細かい仕様はい
ずれも見ることができない。昭和48（1973）年に実施
された水槽表面の剝離を防ぐ補修工事により、ここに
施されていた装飾がモルタルによって塗り籠められて
しまった可能性も否定できない。一方、上部の横線部
分は恐らく気抜の窓で、一部は現状で内側から塞がれ
ている。図面に見る横線は鎧戸が入っていたものと推
定される。
4︲7　配水管
　配水塔には各階とも引込管径300㎜、引出管径300㎜、
溢流管径150㎜が配される。但し、引出管各階床周囲
には、床を削った痕跡があり、引出管周囲のみ他より
は新しい印象を受けた。１階引出管の制御弁付近を観
察すると、“1950”の陽刻刻銘を見出した。恐らく、
第１期工事に際してこれらの部品は交換を受けたので
あろう。

　燕市旧浄水場配水塔などの調査から明らかとなるの
は以下の諸点である。
１）配水塔は、施設移転後のかさ上げにより、土埋め

戻しの斜面が見られず、入口階段も上部親柱を除き、
大半が見られない。

２）配水塔の入口は改造を受けているが、上部の半円
窓が現状で内部に残る。但し、入口扉、窓、歩廊出
口扉は改造を受けている。

３）水槽部周囲の装飾は、昭和48（1973）年の補修に
より改められた可能性もある。
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　本業務は農業用水水源地域保全対策事業の取組みの
一環として、地域住民などに山、森林、河川、水田、
水路を通して農業用水の役割や水源地保全の重要性を
啓発するために信濃川左岸土地改良区域の地形模型を
作成した。

2︲1　設計基本条件
　信濃川左岸土地改良区管轄地域の景観模型を設計計
画・調達・作製した。模型では当該地域における土地
改良区における頭首工、揚水機場、国営及び県営水路
などの位置を電飾装置により判別できるものとした。
更に、地域上流側では本事業の趣旨である農業用水水
源地域保全対策事業の一環として、水源地保全の重要
性を啓発するため山、森林における水源の働きを電飾
装置により示すものとした。また、地域下流側では、
信濃川河口までの地形模型の中にビッグスワンなども
示し、全体的な位置関係及び、海−山−川−平野−水
田相互の連関性をも示すものとした。
・模型作製の概要
①景観模型は日常的には信濃川左岸土地改良区事務所

ロビーに置き、近隣小学校などへの貸し出しも考慮
し、移動可能なものとした。

②景観模型は地形の形状が理解しやすいよう、高さ方向
での強調を行い、信濃川左岸土地改良区管轄地域及
び当該地域の土地利用が把握できるような着彩をした。

③景観模型では、頭首工、揚水機場、河川・用水路に
おける水の流れを理解できるよう電飾装置を配置した。

④日常の保守管理のため、模型部分は透明なアクリル
ケースなどで覆うものとした。

・装置の調達
①材料はいずれも耐久性に優れ、安定性・安全性が高

いものとした。
②電源は持ち運びの利用を考慮し、一般的な交流100V

で、コンセントの抜き差しによる簡易なものとした。
③その他、基本的な構想の演出を具現するものとする。
2︲2　作業項目及び内容
・設計計画
　基本構想に基づき、信濃川左岸土地改良区管轄地域

の景観模型の作製の設計計画をした。
・景観模型台の製作
　景観模型は、地域の小学校などへ貸し出すことも考
慮した。そのため模型台自体の移動を容易とするため、
自在足車（キャスター）を取りつけた。また、模型台
外装は日常的な利用及び上記の移動を配慮して、衝撃
等に対応するものとした。
・景観模型の区域及びスケール
　景観模型の作業区域は信濃川左岸土地改良区管轄地
域を中心とし、当該地域における諸施設の働きを理解
できるものとしたが、農業用水水源地域保全対策事業
とする趣旨から水源地である上流部の様子、水の総合
的な循環を総合的に把握できるものとするため河口ま
での下流部も作製した。景観模型の大きさは管轄地域
1/25,000、上流および下流地域を1/50,000、高さ方向
は全体的な地形を把握しやすくするため２倍に強調した。
・電気設備の製作
　景観模型には、農業用水水源地域保全対策事業の趣
旨に則り、上流部に降った雨が信濃川に流れ込み、更
に揚水路を通じて田畑を潤す様を視覚的に理解できる
よう、電飾装置を製作した。なお、電飾は施設などの
判別ができるよう、発光色などを調整して設置した。
・設計協議・打合わせ
　本業務の進捗状況の報告や疑問点、問題点の発生に伴
う対応策、仕様変更は、必要に応じて適宜協議を行った。
・その他
　成果品納入時には、使用上の注意事項などの取扱い
説明を行った。

3︲1　成果品項目
　本業務における成果品項目は以下に示す通りのもの
とした。
　景観模型　３台一式
　業務報告書　一式：設計協議、打合わせ記録、模型
などの作製状況写真など
　その他
3-2　納品場所
　本業務の成果品は、信濃川左岸土地改良区工務係に
納品した。

受託事業名：

発注者：信濃川左岸土地改良区
受託期間：平成22年12月27日～平成23年３月10日
プロジェクト主査：平山育男（建築・環境デザイン学科 教授）
プロジェクトメンバー：阿部将之（研究員）
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写真1︲1　管轄地域模型台下部

写真1︲2　管轄地域模型台　上部組立

写真1︲3　管轄地域模型台　上部組立 写真1︲6　管轄地域模型台　上部天板メラミン化粧板貼

写真1︲4　管轄地域模型台　上部天板メラミン化粧板貼

写真1︲5　管轄地域模型台　上部天板メラミン化粧板貼
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写真2︲1　管轄地域模型　等高線読み込み

写真2︲2　管轄地域模型　等高線部材切り出し

写真2︲3　管轄地域模型地形整形 写真2︲5　管轄地域下流側模型　市街／地名張込み

写真2︲4　管轄地域模型　地形整形／着色
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写真3︲1　管轄地域模型　スイッチパネル（表）

写真3︲2　管轄地域上流側模型　電飾装着（表）

写真3︲3　管轄地域上流側模型　電飾装着（裏） 写真3︲6　管轄地域模型　設置

写真3︲4　管轄地域模型　電飾装着（側面）

写真3︲5　管轄地域模型　コントローラー



カーネーションプラザでの展示

　本プロジェクトは、H20 年から継続的に行っている越後杉の学童家具の開発を

踏まえて、長岡市内の小学校への導入を目指しました。導入を目指すに当たり、

販売元、技術力を確保するために、前年度同様に椅子展においても後援していた

だいている長岡木工家具協同組合の協力を得ました。

　本年度は、小学校の先生方、長岡市教育委員会へのヒアリングを踏まえた改良、

低学年用机・椅子の開発、量産体制の確立へ向け、長岡市フロンティアチャレン

ジ補助金に申請し、43 件の中から選定された 18 件に入る事ができました。長岡

市フロンティアチャレンジ補助金とは、長岡市が行う付加価値の高い新技術・新

製品を開発し新規市場への参入やシェア拡大に取り組む活動を支援するものです。

①使い心地̶情操教育
杉は日本の固有種で、軽くて柔らかいという特長があります。持って軽く、
触って優しく、座って温かいという特質を子供達に提供します。

（軽さ）
桐の比重　0.26～0.30（日本で一番軽い）　　サワラの比重　0.34
杉の比重　0.34～0.45　　ブナの比重　0.65　ケヤキの比重　0.69
赤松の比重　0.52　　　楠の比重　　0.90

（柔らかさ）
木材の硬さが最も小さいのが杉です。逆に言えば凹みやすい性質とも置き
換えられます。手で触った時に軽く凹む柔らかさがあります。
針葉樹＝杉：1　　米杉：1　　桧：2　　ホワイトウッド：2
広葉樹＝桐：1　　チーク：3　ナラ：4　ハードメープル：5　カリン：６
（ブリネル硬さ）JIS（日本工業規格）で規定されている木材の硬さを表すもので、日

本で一般的に採用されています。試験方法は、直径10㎜の鋼球を深さ0.32㎜まで圧入、

そのときの荷重を接触面積で割ったものが硬さの値です。上表は杉を１とした場合の

値となります。

（温かさ）
熱伝導率が低いほど触った時に手から逃げる熱が少なく温かく感じます。
桐：0.073W/m・k　　　杉：0.087 W/m・k　　　桧：0.095 W/m・k 
ブナ：0.14 W/m・k　　　ラワンベニヤ :0.11W/m・k
杉の温かさはブナやナラの堅木の椅子に座った時の 1.5 倍となります。

はじめに

越後杉の学童家具の開発は、下記の事を要点としました。

1. 地元の森林資源の活用推進と山の復活、地球温暖化対策と地産地消

2. 新潟県のすべての小中学生に越後杉で地元の家具職人が伝統技術を駆使し、

心をこめて作った机と椅子で勉強して欲しいという願い

3. 子供達の体格に合わせたきめの細かい規格を設け、適切な家具を提供する

前年度までには、高学年用の高さ調節付き椅子の開発に成功し、商品化への第一

歩を踏み出しました。本年度は、 高さ調節付き椅子の改良に加え、低学年用机、

椅子を開発し、意匠登録の申請、H23 年度春からの長岡市内の小学校への試験導

入を目指しました。以下に、本学童家具の特長を記します。

プロジェクト概要

越後杉の学童家具の特長
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受託事業名：

発注者：長岡木工家具協同組合
受託期間：平成22年７月15日～平成23年３月31日
プロジェクト主査：後藤哲男（建築・環境デザイン学科 教授）
プロジェクトメンバー：内山智之、三井　健（以上研究員）



② 品質̶耐久性

　本年度も、新潟工業技術総合研究所にて旧 JIS の衝撃耐久試験に合格しその強

度を確認した。

衝撃耐久試験方法

60kg の重りを椅子ないし机にくくりつけ、椅子と机の手前の足を 10 ㎝浮き上が

らせ（片足に荷重を掛け）自由落下させる試験です（旧 JIS 仕様）。新 JIS は違っ

た基準を設けていますが、旧 JIS の衝撃耐久試験は非常に厳しいものです。椅子

の場合は 5000 回以上、机の場合は 2000 回以上がクリアすべき水準となっていま

す。

試験写真

③ 地球環境に貢献̶地域産業活性化に貢献

　地域の森林資源を活用し、荒廃した森の修復と地域産業としての林業、製材業、

家具製造業の活性化に貢献します。

　日本では戦後の復興期に建築用材として木材需要が急激に増加しました。天然

林が非計画的に大量伐採され、その後の施策により、杉が植林されました。日本

の高度経済成長期下での木材の輸入自由化の影響を受け、安い大量の外材が国産

材を駆逐する形で輸入されました。国産材の需要は一部の材料を除いて減少し、

国内の採算の合わない山が放置された結果、間伐されず細く、節の多い樹木が目

立った森が増加しました。そして適齢伐期となっても伐採されない森が日本の全

国に出現しています。

　このような現状を打開する方策の一つがこの小さな杉の椅子や机の普及です。

持続的に国産杉材を活用する産業の再構築がねらいです。

　また、学童家具を木材で製作した場合には下記のように二酸化炭素の削減にな

ります。

　　　Co2 排出原単位表（2007 年版）

　　　　　シームレス鋼管　：１kg につき二酸化炭素　2.0kg　 　　

　　　　　木材　　　　　　：１kg につき二酸化炭素　0.1 kg　　　 

　　　スチール製と木製の机と椅子のセットは概ね 11kg です。

　　　木製のセットは 20kg の二酸化炭素削減になります。

④ マイ天板̶小学校の思い出

机の天板は６年間持ち上がるマイ天板システムを採用します。卒業の時に

卒業証書と一緒に卒業年月日を焼き印したマイ天板を記念品として持ち帰

ります。

⑤ 身体寸法̶最適化（2 ㎝刻み＋アジャスター）

JIS 規格は身長 90 ㎝から 195 ㎝の 105 ㎝を 15 ㎝刻みの 8 段階に分けていま

す。そのうえで小学生は 105 ㎝から 165 ㎝までの 60 ㎝を１号から５号まで

を概ね使います。机の高さは６㎝刻み、椅子の高さは４㎝刻み。児童は 15

㎝身長が伸びなくては次の高さの机を使えません。これでは身体にぴった

り合った家具とは言えないと判断し、机の高さを２㎝刻み、椅子の高さを

1.3 ㎝刻みとしました。また、机のアジャスターは２㎝のものを用意します。

サイズ一覧表

規  格 対応身長 椅子 座面高さ

JIS 1 号

JIS 0 号 ～  90 ㎝ 22 ㎝

26 ㎝

27.3 ㎝

28.6 ㎝

30 ㎝

31.3 ㎝

32.6 ㎝

34 ㎝

35.3 ㎝

36.6 ㎝

38 ㎝

39.3 ㎝

40.6 ㎝

42 ㎝

43.3 ㎝

46 ㎝

47.3 ㎝

44.6 ㎝

90.1 ～ 105 ㎝

105.1 ～ 110 ㎝

110.1 ～ 115 ㎝

115.1 ～ 120 ㎝

120.1 ～ 125 ㎝

125.1 ～ 130 ㎝

130.1 ～ 135 ㎝

135.1 ～ 140 ㎝

140.1 ～ 145 ㎝

145.1 ～ 150 ㎝

150.1 ～ 155 ㎝

155.1 ～ 160 ㎝

160.1 ～ 165 ㎝

165.1 ～ 170 ㎝

175.1 ～ 180 ㎝

180.1 ～ 185 ㎝

170.1 ～ 175 ㎝

JIS 1+1/3 号

JIS 1+2/3 号

JIS 2 号

JIS 2+1/3 号

JIS 2+2/3 号

JIS 3 号

JIS 3+1/3 号

JIS 3+2/3 号

JIS 4 号

JIS 4+1/3 号

JIS 4+2/3 号

JIS 5 号

JIS 5+1/3 号

JIS 5+2/3 号

JIS 6 号

JIS 6+1/3 号

JIS 6+2/3 号  185.1 ～ 190 ㎝ 48.6 ㎝

机 机面高さ

40 ㎝

46 ㎝

48 ㎝

50 ㎝

52 ㎝

54 ㎝

56 ㎝

58 ㎝

60 ㎝

62 ㎝

64 ㎝

66 ㎝

68 ㎝

70 ㎝

72 ㎝

76 ㎝

78 ㎝

74 ㎝

80 ㎝
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⑧ 椅子の高さ調節機能̶３段階の高さの変更

高さ調節機能付きの椅子を用意します。１段階は＋２㎝、２段階は＋４㎝となり

ます。JIS の号数の椅子は４㎝刻みですから、＋2 ㎝で半号アップに相当、＋４㎝

で１号アップとなります。また、机の高さの上昇を２㎝刻み、１／３ずつのアッ

プとした場合は椅子の上昇率は＋1.33 ㎝、＋2.67 となります。

今後は低学年に対応した 2 段階の高さを調節できる椅子の開発も必要と考えられ

ます。

⑥ 机の収納ボックス

机の収納ボックスは 348x495x68 ㎝です。

スチールの普通教室机は引き出し式ですが、本学童家具は蓋式収納となります。

従って普通はプラスチック製の学校引き出しは不要となります。しかしながら机

内部をきれいに使うために、収納部にこの学校引き出しを入れることができます。

⑦ 椅子のスタック機能

これまでの木製学童家具には、高さ調節機能とスタック機能の両方を有するもの

はありませんでした。本学童家具では、仕口の強度を確保する事により両方の機

能を備える事に成功しました。

スタック時 スタック時 ( 高さ調節機能付き椅子 )

高さ調節機能 ( 椅子 )高さ調節機能 ( 机 )

開閉式天板　机収納

SH+20mm

D+10mm

SH+40mm

H+20mm

D+20mm
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長岡市立表町小学校 一年生教室

⑪ ロゴマーク

「杉」という木は日本の固有種です。

「杉」「JAPAN」「長岡」との間に日本国を象徴する太陽と、新潟を表現す

る信濃川を配しました。

　低学年用机・椅子、高さ調節椅子の改良に成功し、H23 年 4 月から長岡

市立表町小学校の新一年生への試験導入が決定しました。上の写真は、H23

年 4 月時点の試験導入開始時のものです。また、意匠登録は H23 年 1 月に

申請済みです。

　試験導入に関して途中段階ではありますが、表町小学校の先生方へのヒ

アリングを行い、スチール製学童家具に比べて軽量で子供達が一人で運べ

て良い等の意見を頂き好評です。

　反面、天板表面の柔らかさ等いくつかの課題も見えてきたため今後の改善

が必要です。課題をクリアし、来年度の長岡市からの本格受注を目指します。

まとめ

⑨ 自然塗料̶自然の植物油ベース無公害塗料

児童が常に接するため、おもちゃ等の塗装に使う自然塗料を使います。非

トルエン、キシレン塗料です。再生可能な自然の植物油をベースにした無

公害塗料で、人体、動植物に害を与えず、含浸性のあるドイツ生まれの塗

料です。

再生可能な自然の植物油（ひまわり油、大豆油、アザミ油）と自然の植物ワッ

クスでできています。

幼児向け玩具、遊具や家具などの塗装に使用されています。

含浸性塗料なので曲面、傾斜面も美しくし上がり、メクレ、ハガレやフク

レがおきません。また湿気の多い場所に使える撥水性があります。

木に深く浸透し、自然のままの通気性、部屋の調湿性を実現しています。水、

お茶、ビールなどのシミに強く、万が一の汚れも雑巾で簡単におとせます。

補修が容易。塗装面が一部キズついてもその部分だけサンドペーパをかけ

塗り継ぎが目立たず補修することができます。

⑩ 修理̶地元の家具職人（長岡木工家具協同組合）

椅子や机は使い方次第では壊れることも予測できます。その時は地産地消

の利点を生かし、製作した職人が修理にあたります。

　杉は地域によっても生育する環境によっても様々な特質をもっています。

製作時には適材適所を心がけ製品化しますが、破損した場合、修理可能性

の判断と、修理方法を即座に判断し対応することができます。

　̶ 仕口部分のはずれ：構造的要素のため応急措置̶接着剤で固定、応急

的にビス併用

　̶ 仕口部分の割れ、部材の割れ：応急手当

　̶ 座面、机面の傷よごれ：サンダーがけ、または鉋掛けにて再仕上げ
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